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抄　録

　乳幼児との継続接触体験を出産・育児経験のない青年期男女に実施し，親性育成効果を明らか

にすることを目的とした。青年期男性9名，女性10名を対象に保育園の0歳児クラスで1～2

週に1回，3ヵ月間実施した。親旧育成評価のため心理学指標（親性準備性尺度）および乳児

の「泣き」課題を提示し，局所脳活動の指標（functional　MRI）による評価を体験前後に行った。

さらに，非体験群20名と比較した。その結果，1）親性準備性尺度得点において，体験群は体験

前より体験後のほうが有意に高かった。非体験群では有意差を認めなかった。2）fMRIでは，聴

覚刺激課題において体験群は両側中前頭回，両側島，両側前部／後部帯状回の領域が体験後に有

意に賦活した。これらの領域は感情・注意・認知と関連するとされ体験で学習効果を得た領域と

推察された。非体験群では有意差を認めなかった。

　以上のことから，乳幼児との継続接触体験は親性育成に影響していることが明らかとなった。

　キーワード：親性育成，青年期，乳幼児との継続接触体験親性準備性尺度fMRI

1．緒　言

　親性とは，乳幼児への好意感情，養育の意志，

知識と技能など，子どもとかかわるうえで重要な

性質であり，本能だけではなく学び育まれるもの

である。しかし，今日では親性を学び育む機会が

極端に乏しい社会になっている。このため，かつ

ては家庭や社会のなかに自然に備わっていた親性

の教育機会を，意図的に創り出す必要性i）や将

来親となる若い世代を対象とした長期的な視点に

基づく施策の必要性が指摘されている2）。
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　われわれはこれまで，親性の育成を促進させる

学習プログラムを出産・育児経験のない青年期男

女に実施し，その効果を心理・生理・単科学的に

明らかにすることを目的に継続研究を行ってき

た。その結果，乳幼児との継続接触体験が，体験

の積み重ねや乳幼児との関係性の構築により，親

性育成に肯定的に影響していることが明らかと

なった3’　4）。とくに，脳科学においては継続接触

体験により感情・情動に関する領域に新たな脳賦

活が誘発されたことから，乳児の発する信号に

情動反応を含めて鋭敏に反応することが凹凹の1

つの要素として考えられた5’　6）。そこで本研究で

は，これまでの研究をさらに発展させ，出産・育

児経験がない青年期男女に対し，乳幼児との継続

接触体験を実施し，その効果を対照群との比較に

より心理学指標に加え最：先端科学である脳科学指

標（fMRI）により明らかにすることを目的とした。

とくに脳科学的解明については，国内外の報告に

みられず新規性・独創性に富んでいる。本研究の

意義は，親性の準備段階の早期から，どのような

経験や学習をすれば野性が強化・促進されるかが

明らかになり，親性を育むための看護・教育・地

域活動などへ役立てることにある。

皿．研究方法

1．研究デザイン

　縦断的介入研究

2．期問

　平成19年9月～平成21年3月

3．対象

　対象者は，募集案内の掲示により研究参加協力

を得られた出産・育児経験のない看護・教育系大

学生男女で，乳幼児との継続接触体験群19名（男

性9名，女性10名）（以下，体験群）と，体験し

ない群20名（男性10名，女性10名）（以下，非

体験群）の2群であった。

4．データ収集手順

　乳幼児とのふれあい育児体験プログラム評価ス

ケジュールは表1のとおりであった。

1）質問紙調査の実施

　基礎データ（年齢・兄弟の有無）・子どもとの

接触体験。

2）乳幼児とのふれあい育児体験プログラムの実施

　体験群は平成19年10月～平成20年1月に1

回／1～2週，1回2～3時間，3ヵ月間合計10

回の「乳幼児とのふれあい育児体験プログラム」

に参加した。内容は①事前学習（オリエンテー

ション・保育園の1日・注意事項・乳幼児の特徴：

と保育について），②保育園でのオリエンテーショ

ン，③保育園の0歳児クラスで1回／1～2週1

回2～3時間，計10回程度の乳幼児との継続接

触体験の実施，で構成し，実施施設は，施設長お

よび保護者の研究協力・同意の得られたA県内

の3保育園であった。実施期間は，乳幼児との

関係性の構築や発達の変化が体験：できる期間と考

え，3ヵ月間に設定した。体験の内容は，日常の

保育のなかで体験可能な項目のうち，親性喚起に

関係する「抱っこ，びん哺乳離乳食，オムッ交

換，話かける，あやす，寝かしつける，遊ぶ」な

どで構成され，育児技術（精神運動領域）・乳幼

児の印象（認知領域）・乳幼児との関係性・乳幼

児に対する情緒面（情意領域）に働きかけた。対

象者は1人の乳幼児を中心にして同室の園児にか

かわった。

3）データ収集方法

　体験群は，ふれあい育児体験前後に3ヵ月の間

をあけデータ収集した。非体験群（青年期対照群）

表1乳幼児とのふれあい育児体験プログラム評価スケジュール

漕
平成19年

X～10月

平成19年11月～平成20年1月 平成20年2月 平成20年

P0～12月

平成21年

P～3月

体験群 基礎データ調査 乳幼児との
（19名） 体験前調査 ふれあい育児体験 体験後調査

（親性準備性尺度・fMRI） （10回程度） （親性準備性尺度：・fMRI）

非体験群 基礎データ調査
（対照群） 前（1回目）調査 後（2回目）調査
（20名） （親性準備性尺度・fMRI） （親性準備性尺度・fMRI）
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は，平成20年10月～平成21年3月に3ヵ月の

間をあけデータ収集した。体験群の体験前後，非

体験群の前（1回目）と後（2回目）に親性準備

性尺度，情動喚起課題に対する脳賦活部位の変化

をfMRI（機能的磁気共鳴画像）により評価した。

5．データ収集内容

1）親性育成の心理尺度による評価

　親性準備性尺度〔（青木7）を一部改定〕は青年

期の親性準備性に焦点を当て測定する。乳幼児へ

の好意感情（9項目），育児への積極性（13項目）

の合計22項目から構成され，5段階評定法で「あ

てはまらない」～「あてはまる」の各回答に0～

4点を与える。青年期後期男女に対する信頼性と

構成概念妥当性，併存妥当性を確認している8）。

2）情動喚起課題に対する局所脳活動（fMRI）に

　よる評価

　乳幼児は泣くことにより自らの身体的，精神的

な不快感や要求を訴え，周囲の注意を引こうとす

る。また，幼児の泣き声は他の表情刺激に比べて

被験者の覚醒状態を高める9’　10）。これらの知見を

ふまえ，乳児の泣きに対する反応は，乳児に対す

る敏感性・共感性・情動の理解・受容の程度を反

映し，親性育成の一指標になると考え，「乳児の

泣き顔」を編集した課題により情動を強く生起さ

せることを試みた。

　MR装置はGE社製Signa　H：orizon　3．OT（GE

WI，　USA）を用いた。課題として，乳児の「泣き」

課題（21秒），中立映像に音圧を一致させたホワ

イトノイズを同時に提示した「ホワイトノイズ」

課題（21秒〉，映像なしで無音状態「コントロール」

課題（21秒）の3条件をそれぞれ繰り返すブロッ

クデザインとした（図1）。1課題目は聴覚刺激（非

磁性体ヘッドホン着用）のみ，2課題目は聴覚・

視覚（プロジェクターから足下に置いたスクリー

ンに映像提示）の両方の課題とした。対象者の

覚醒状態を，7～13秒ごとにスクリーンに提示

される赤枠出現時にボタンを押す作業を課すこ

とで確認した。なお，映像による対象者の馴化

をさけるため，ランダムに前後で異なる乳児の

映像を提示した。

6．データ分析方法

1）基礎データ，子どもとの接触体験親性準備

性尺度はx2検定，　t検定，二元配置分散分析を

用いた。統計的解析はSPSSI7．Ojにより行い，有

意水準はP＜O．05とした。

2）fMRIの画像解析は，課題時と安静時の脳

血流変化量を統計的に検討した。t検定およ

び二元配置分散分析を用い，Matlab　7．r（The

t

乳児の「泣き」

ホワイトノイズ

課題　　　　　　　　　　　　　課題　　　　　，　　　　　　　課題

一
　課題一一＿．．一＿　　　．一　　　．一．．

課題 一
1

　　　1旨

@　　llI

ﾛ題

　馬1

Rントロール

㎜

コントロール コントロー♪ コントロー， コントロール 一
1

コントロールコントローノL

1
『　　一 ↓

　　　　　　　　　　　　　　　　　■囎なし・音声なし　譲

　　　　　　　　　　　　　図1　情動喚起課題（fMR工）

fMRIによる脳賦活反応評価のため，課題は，乳児の「泣き」課題（21秒），中立映像に音圧

を一致させたホワイトノイズを同時に提示した「ホワイトノイズ」課題（21秒），映像なしで

無音状態「コントロール」課題（21秒）の3条件をそれぞれ繰り返すブロックデザインとした。
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MathWorks，　MA，　USA），上のSPM5（Statistical

Parametric　Mapping：解析ソフト）（WeUcome

Department　of　Cognitive　Neurology，　London，

UK）により行った。有意水準はcorrected　P＜O．05，

cluster　levelとした。

7．倫理的配慮

1）対象者およびその保護者には，研究目的，意義

内容（方法・期間），安全性，参加を中止あるい

は拒否する権利，拒否しても一切不利益をこうむ

らないこと，プライバシーが保護される権利が保

障されていることなどを明記した依頼文書を提示

し，同意書を用いて同意を得た。

2）実施施設となった保育園を管轄する責任者，

保育園長には研究者が直接説明，保護者には園長

を通じ文書を用いて説明し，同意を得た。なお，

本研究は福井大学医学部倫理審査委員会（19第

18号）の承認を得たうえで実施した。

m．結　果

1．対象者の特徴

　対象者の特徴は表2のとおりであった。年齢，

兄弟の有無，これまでの乳幼児との接触体験：，小

中学校・高校におけるふれあい体験において，2

半間に有意差を認めなかった。

2．特性準備性尺度による体験前後の変化

　親性準備性尺度得点は，「乳幼児への好意感情」

において，体験群は体験前（31．33±4．73）・体験

後（33．26±3．59），非体験群は体験前（29．75±6．49）・

体験後（30．15±6．64）であった。「育児への積極性」

において，体験群は体験前（34．94±532）・体験

後（38．05±6．12），非体験群は体験前（32．85±8．41）・

体験後（33．15±8。15）であった。それぞれについ

て2（体験：体験群・非体験群）×2（回数：体験前・

体験後）の分散分析を行った。

1）親性準備一尺度「乳幼児への好意感情」につ

いて，体験と回数の交互作用は有意差を認めな

かった（F（1，37）＝2、90，P＜0．1）。回数：の主

効果は有意であり（F（1，37）＝6．67，P＜O．05），

体験群において，体験前より体験後のほうが有意

に高かった（P＜O．05）。非体験群においては有

意な変化を認めなかった（図2）。

2）野性準備性尺度「育児への積極性」について，

体験と回数の交互作用は有意差を認めなかった

（F（1，37）＝4．07，P＜O．1）。回数の主効果が

有意であり（F（1，37）＝5．91，P＜O．05），体

験群において，体験前より体験後のほうが有意に

高かった（P＜O．05）。非体験群においては有意

な変化を認めなかった（図3）。

3）体験群・非体験群の比較では，「乳幼児への好

意感情」「育児への積極性」それぞれにおいて，

体験前後に有意差を認めなかった。

　以上のことから，体験群は体験後親性準備性

が高まったことが明らかとなった。

2．fMRIによる脳賦活部位の体験前後の変化

1）聴覚刺激課題

①体験群の変化（図4）

　体験：前は，両側聴覚野に賦活を認めたが，体験

表2　対象者の特徴 人数（％）

体験群 一体晶群

男性　　　女性　　　　計　　　　男性　　　女性
（n　＝　9）　（n　＝　10）　（n　一　19）　（n　＝　10）　（n　＝　10）

　計
　　　　　P（n　＝　20）

年齢（平均±SD） 19．3±L2　18．4±O．5　188±1．0　18．9±O．6　18．3±O．5　18．6±O．6　ns

兄弟の有無

乳幼児との接触体験

小学校でのふれあい体験

中学校でのふれあい体験

高校でのふれあい体験

り
し
り
し
り
し
り
し
り
し

あ
な
あ
な
あ
な
あ
な
あ
な

9　（100）

o　（　o．o）

9　（100）

O　（　OiO）

4　（44．4）

5　（55．6）

6　（66．7）

3　（33．3）

1　（11．1）

8　（zz9）

9　（90．0）

1　（10．0）

8　（80．0）

2　（20．0）

3　（30．0）

7　（70．0）

7　（70．0）

3　（30．0）

2　（20．0）

8　（80．0）

18　（94．7）

1　（　5．3）

18　（94．7）

2　（10．5）

7　（36．8）

12　（63．2）

13　（68．4）

6　（31．6）

3　（15．8）

16　（84．2）

9　（90．0）

1　（10．0）

8　（80．0）

2　（20．0）

3　（30．0）

2　（70．0）

7　（70．0）

3　（30．0）

1　（90．0）

9　（10．0）

10　（100）

o　（　o．o）

8　（80．0）

2　（20．0）

5　（50．0）

5　（50．0）

6　（60．0）

4　（40．0）

2　（20．0）

’8　（80．0）

19　（95．0）

1　（　5．0）

16　（80．0）

4　（20．0）

8　（40．0）

12　（60．0）

13　（65．0）

7　（35．0）

3　（15．0）

17　（85．0）

ns

ns

ns

ns

ns

t検定，　X2検定　　nS：non・sign堂且cant
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（合計点平均）

　50

翻体験前　　圏体験後

40
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20

10

o

＊

　体験群（n＝19）　　　　　　非体験群（n＝20）

　　　　　　　　　　　　　二元配置分散分析＊P〈α05

図2親性準備性尺度得点（乳幼児への好意感情）

（合計点平均）

50

鍾体験前　　闘体験後

40

30

20

10

o

体験群（n＝19）　　　　　　非体験群（n＝20）

　　　　　　　　　　　　　二元配置分散分析＊P＜0．05

図3　親性準備性尺度得点（育児への積極性）

後は両側聴覚野だけでなく，両側中前頭回t両側

下前頭回，両側帯状回，補足運動野が賦活した。

体験前後のt検定の比較では，体験後のほうが

両側前部／後部帯状回（t＝4．13，corrected　P＝

0．009），両側中前頭回（左側，t＝5．02，　corrected

P＝0．001；右側，tニ4．97，　corrected　P＝0．005）

に有意な賦活を認めた。

②非体験群の変化（図4）

　1回目は，両側聴覚野，両側中前頭回，両側下

前頭回，両側帯状回，補足運動野，両側小脳が賦

活した。2回目は両側聴覚野，両側下前頭回，補

足運動野，右小脳が賦活した。非体験群の1回目

と2回目のt検定の比較では，有意差が認められ

る領域はなかった（corrected　P＞0．05）。

③体験群と非体験群の比較（図5，表3）

　分散分析による体験×回数の交互作用では，

両側中前頭回（左側，t＝　4．70，　corrected　P＜

O．OOI；右側，　t＝4．39，　corrected　P＝O．／004），両

側下前頭回（左側，t＝4．04，　corrected　P＜0，001；

右側，t＝4．26，　corrected　P＝O．003），両側島（左

側，t＝4．34，　corrected　P＜O．OOI；右側，　t＝4．50，

corrected　P＝0．003），両側内側前頭回（t＝4．32，

corrected　P＜0．001），両側前部帯状回（tニ4．65，

corrected　P＜α001）の領域が，体験群の体験後

Presented by Medical*Online



660 〔母性衛生・第51巻4号・

体験群

体此前

醗
7　LEft

体験遅く体験後

ダ池

3
蝋w1♂

男子9人置女子10人

　　1回目

購
1回目く2回目

体験後

非体験群

団灘灘

剛諜
男子10人，女子10人

2回目

Paired　t－test　corrected，　P〈O．05

図4　聴覚刺激課題に対する体験前後の脳賦活部位（fMRI）（pairedt検定）

聴覚刺激課題に対する体験群・非体験群それぞれの体験前後の脳賦活部位
（fMRI）のpaired　t検定による検定結果を示した。図の色の濃い脳領域は賦活

がみられた領域である。体験群は体験前と体験後の比較で色の濃い領域が体験

後有意な賦活領域として認められるが，非体験群の1回目と2回目の比較では

変化が認められない。

羅，

騒擁凱

醸．

体験後体験前2回目1回目

体験群　非体験群

交互作用鎌継
体験×回数 　

螂
膿㎜

図A
㎜

　
c
o

剛
騨
溜

圏
囲

紐

鞘
飛

下凹X

　r“匿

体験後体験前2回目1回目

体験群　非体験三

品

体験後体験前2回目1回目

体験群　非体験群

図5　聴覚刺激課題に対する体験前後の脳賦活部位（fMRI）（分散分析）

聴覚刺激課題に対する体験群・非体験群の体験前後の脳賦活部位（fMRI）

の分散分析による検定結果を示した。図の黄色の脳領域は脳の矢状断面像，

水平断面像冠状断面像における交互作用による有意な脳賦活領域を示す。

体験群の体験後で，両側中前頭回，島，前部帯状回などで強く賦活している。
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表3　体験群と非体験群の体験x回数の交互作用のMNI座標

Clus／ter－leve’1 　　Peak
Coordinates　“ Voxel－level

領域 　　　　P　　　　　KBA　　　corrected　voxels x y z
　　　　　　Pt値
　　　FDR－corrected

交互作用（体験×回数）

右島

右下前頭回

右寸前頭回

忌中前頭回

左島

左下前頭回

両前部帯状回

両内側前頭回

　　　　O．oo3

47

9／10　O．004

9／10　O．OOO

32

U

o．ooo

828

795

1，603

1，889

　38

　32

　32

一一@34

一　44

一　30

－4

　8

12

F
猛
3
8
1
0
2
6
2
4
1
4

一2

　0

36

30

　0

　2

32

48

4．50

4．26

439

4．70

4．34

4．04

4．65

4．32

O．017

0．017

0．017

0．017

0．017

0．017

0．017

0．017

BA：Brodmann　area
“　x，　y，　z，　Montreal　Neurological　lnstitute　Atlas　coordinate，　s．

体験群と非体験群の体験x回数の体験前後の脳賦活部位（fMRI）の，分散分析による検定結果をx，y，zの座標軸で示した。　x，y，z

はMNI（Montreal　Neourological　Institute：モントリオール神経学研究所の標準脳）の座標値（mm）である。　MNI座標系は，

前交連（anterior　commissure）を原点（O，O，0）とし，前交連と後交連（posterior　commissure）とを結ぶ軸をy軸，原点を通り

y軸に垂直な平面内で，側方にx軸，上下方向にz軸という右手座標系となっている。

に有意な賦活を認めた。

2）聴覚・視覚刺激課題

①体験群の変化

　体験前は，両側視覚野，両側聴覚野，右側中前

頭回，両側下前腰回，内側前頭葉，補足運動野，

両側扁桃体が賦活し，体験後は両側視覚野，両側

聴覚野，右側中前頭回，右側下前頭回が賦活し

た。体験前後に有意差がある領域は認めなかった

（corrected　P　〉　O．05）　o

②非体験群の変化

　非体験群の1回目において，両側視覚野，両側

聴覚野，両側中前頭回，両側下前頭回，補足運動

野，両側小脳両側扁桃体，両側海馬が幅広く賦

活し，2回目は両側視覚野，両側聴覚野，右側下

前頭回，両側扁桃体，右側海馬が賦活した。1回

目と2回目の比較では有意差がある領域を認めな

かった（corrected　P＞0．05）。

③体験群と非体験群の比較

　分散分析による体験×回数の交互作用では，

有意差を認める領域はなかった（corrected　P＞

o．os）．

rv．考察

1．乳幼児とのふれあい育児体験の評価

1）1親性準備性尺度の変化による評価

　親旧準備性尺度「乳幼児への好意感情」1「育児

への積極性」の得点ともに，体験群において，体

験前より体験後のほうが有意に高くなったが，非

体験群においては有意な変化を認めなかった。つ

まり，体験群は，乳幼児とのふれあい育児体験の

効果がみられ，親性準備性が高まった。乳幼児や

子どもの接触体験の効果については，国内外にお

いてすでに多くの知見が積み重ねられている。乳

幼児とのふれあい体験は，数多くみられさまざま

な年代に行われているが，ねらいとするところは，

小学校，中学校では親性の酒養，生命教育，性教育，

高校・大学では，これらに加え，人間関係の基本

を学ぶこと，思いやりの心への気づき，いのちの

畏敬，親への感謝，役立ち感自己肯定感コミュ

ニケーションカの向上などがあげられる。体験後

はネガティブなイメージが減少し，ポジティブな

イメージをもつ生徒が増加したことが報告されて

おり11　一　14），先行研究を支持する効果がみられた。

つまり，継続接触体験の効果として，乳幼児の成

長・発達の実感子どもの特性の理解乳幼児と

の信頼性構築やコミュニケーションの積み重ねに

より，乳幼児とかかわることの楽しさを体験し，

好意感情が培われ，親性育成に肯定的に：影響した

と考えられた15）。したがって，親性準備性尺度

において，体験群は体験前より体験後有意に高く

なったことから，乳幼児とのふれあい育児体験に
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よる親性育成効果が検証された。

2）情動喚起課題に対する脳賦活部位の変化によ

　る評価

　聴覚刺激だけのセッションにおいて，体験群で

は，体験後のほうが両側前部／後部帯状回，両側

中前頭回などに有意な賦活がみられた。一方で，

非体験：群においては，非体験群の1回目と2回目

の比較では，差が認められず今回の実験の結果は

馴化の影響を受けないことが認められた。分散分

析においても，両側中前頭回，両側下前頭回，両

側島，両側内側前頭回，両側前部帯状回の領域が，

体験群の体験後に有意に強く賦活しており，今回

の体験で学習効果を得た領域と推察された。

　fMRIは，脳機能画像法として感情，注意，認

知などについて研究が進められてきて久しいが，

人間の親性行動の脳科学的基盤については十分に

解明されていない。親性の脳科学的視点に関する

研究では，母親を対象に乳児の泣き声や笑い声に

対する脳賦活部位を検討した以下の報告がみられ

ている。聴覚刺激課題では，母親にfMRIスキャ

ン中にヘッドホーンで新生児の泣き声の音声テー

プを聞かせ，ホワイトノイズを聞かせたときと比

較して，前部帯状回と右側中前頭回の賦活を認め

た報告16）や，さらに後部帯状回，右側下前頭回，

右側島の賦活を認めた報告17）がある。3歳以下

の子どものいる母親・父親と子どものいない男女

を対象に，乳児の泣きと笑いの音声刺激課題とし

たfMRI研究18）では，笑い声と比較して泣き声

刺激時に平群が非親芋より，両側島，右扁桃体が

賦活した。親群は泣き声に右扁桃体が賦活した一

方で，非親群は笑い声に右扁桃体が賦活した。写

真など静止画の視覚刺激課題によるfMRI研究も

いくつかみられる。母親を対象に自分の乳児と知

らない乳児の写真を刺激課題とした研究19）では，

自分の乳児の写真刺激時に両側眼窩前頭回～下前

頭回がより強く賦活した。母親を対象に自分の子

どもとその友達の写真を刺激課題とした研究20）

では，自分の子どもの写真刺激時に前部帯状回，

後部帯状回，右側扁桃体，左側島，両側中前頭回，

右側下前頭回，右側上側頭回などが賦活している

ことを報告している。また，ビデオによる映像を

刺激課題とした研究では，知らない乳児のビデオ

〔母性衛生・第51巻4号・

と比較して自分の乳児のビデオ刺激時に左側扁桃

体右側側頭極が賦活した21）。

　これらの報告より，眼窩前頭野，上側頭回など

の共感性に関する領域，扁桃体，島，帯状回，中

前頭回，下前頭回など感情・情動に関する領域な

どが，親性を構成する脳機能と関連していること

が推測される。

　今回の研究結果から，体験群の体験前後で両側

の前部／後部帯状回，中前頭回が体験によって新

たに賦活が誘発され，ホワイトノイズと乳児の泣

き声の相違をより認知しやすくなったと推察され

る。体験群と非体験群の分散分析による体験×

回数の交互作用でも，両側中前頭回，両側下前頭

回，両側島，両側内側前頭回，両側前部帯状回の

領域が，体験群の体験：後に有意な賦活を認めた。

これらは先行研究を支持する結果であった。前部

帯状回は辺縁系の一部であり，感情，注意に関連

し，後部帯状回は認知と関連する脳部位である。

すなわち，乳幼児とのふれあい体験により，乳児

の泣き声に対する敏感性が高まり，注意が向き，

さらには乳児が泣いている状況の推測，その乳児

への共感性への育成などにつながったと推察でき

る。このことは，われわれが行った先行研究にお

ける，自由記述の分析の結果，体験前は否定的感

情やとまどいがみられたが，体験後は泣きに対す

る敏感性，共感性や対応法の育成がみられたこと

からも裏づけられた22）。一方，聴覚と視覚の両

方の刺激課題は，体験前後の比較において有意に

賦活した部位は認めなかった。この理由として，

聴覚と視覚の両方からの情報量は多く，体験前で

も十分な反応があり，体験後と差が出にくかった

ことが推察される。これらのことから，乳幼児と

のふれあい育児体験により，乳児の泣き声に対し，

鋭敏になり情動的な反応を示すようになったこと

が考えられた。つまり，この反応は親性育成を示

すことが推察された。

2．親性育成への提言と今後の課題

　本研究の結果から，親性準備期である青年期に

おける乳幼児との継続接触体験が，親性を促進さ

せるための経験や学習の機会となることが，心理・

局所脳活動指標により明らかとなった。本研究で

対象とした青年期は，親指を獲得するための働き
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かけを行うには重要な時期と考える。その理由と

して，アイデンティティや価値観の確立といった

心理的な成熟を特徴とした時期であること23），約

10年後に平均初婚年齢を迎え，親となることや

結婚・妊娠・出産について興味・関心を抱きやす

い時期であることがあげられる。しかし，わが国

では青年期後期から初婚年齢を迎える男女への働

きかけの機会は少なく，システム化されていない

現状にある。このため，教育・地域・行政と連携し，

各発達段階の対象者へのライフサイクル全般をと

おした平野育成支援の体系化が重要である。具体

的には，青年期以降は，ヒューマンコミュニケー

ション能力の育成をめざす大学を中心に大学カリ

キュラムへの導入，社会人である初婚年齢を迎え

る男女に対する職場でのりプロダクティブヘルス

教育の一環としての導入があげられる。さらに，

実際に親となる妊娠期から産褥・育児期について

は，親となることの学習や育児中の親や乳幼児と

の交流が親性育成を促す重要な機会と考える。以

上をふまえ，今後の課題として，青年期男女のほ

かに多様な事例を蓄積し，初婚年齢を迎える男女

に対する介入の評価，乳幼児との接触体験の長期

的な効果の評価，親性の低い対象者への介入の評

価などを明らかにしていくことがあげられる。

V．結　語

　青年期男女に乳幼児とのふれあい育児体験を実

施し，親性育成効果を心理・局所脳活動指標によ

り明らかにすることを目的とした。対象者は，出

産・育児経験：のない青年期男女で，乳幼児とのふ

れあい体験群19名と，非体験群20名の2群であっ

た。悟性育成評価のために質問紙調査および親性

を喚起しやすい乳児の「泣き」課題を提示し，心

理（親下準備性尺度）・局所脳活動指標（fMRI）

による評価を体験前後に行った。その結果，胃性

準備性尺度得点は上昇し，fMRIでは前頭回，帯

状回が有意に賦活されたことを認め，体験の積み

重ねや乳児との関係性の構築により親性育成に肯

定的に影響していることが明らかとなった。した

がって，親性準備期である青年期における乳幼児

との継続接触体験が，親性を促進させるための

経験や学習の効果的な機会となることが示唆され

た。
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Abstract

Purpose：　The　aim　of　the　present　study　was　to　identify　the　psychological　and　brain　activation　effects　in

adolescent　males　and　females　of　a　continuous　learning　experience　dur．　ing　caring　for　infants．

Methods：　Nine　male　and　10　female　adolescents　participated　in　a　learning　experience　of　caring　for

infants　comprising　study　sessions　at　a　nursery　school　once　weekly　to　once　a　fortnight　for　・a　period　of

3months（the　experienced　gro叩）．　Ten　male　and　10　female　adolescents　did　not　participate　in　such

a　learning　experience　（the　non－experienced　group）．　Subjects　were　assessed　before　and　after　the

intervention　in　the　experienced　group，　and　at　the　same　time　points　for　the　non－experienced　group，

using　1）　the　scale　of　readi’ness　for　parenthood　and　2）　fMRI，　to　investigate　the　brain　areas　involved　in

the　development　of　parenthood　skills．　During　the　tasks，　the　subj　ects　observed　or　listened　to　a　video　of

the　faces　of　crying　infants．

Results：　ln　the　experienced　group，　readiness　for　parenthood　scores　were　significantly　elevated　after

the　learning　experience，　while　there　was　no　signMcant　difference　in　scores　in　the　non－experienced

group．　As　compared　with　white　noise，　activation　of　the　bilateral　cingulate　cortices，　bilateral　insulae

and　bilateral　middle　frontal　gyri　while　listening　to　a　crying　infant　were　significantly　higher　in　the

experienced　group　after　the　learning　experience．　ln　the　non－experienced　group，　no　significant

differences　were　found　in　any　regions．

Conclusions：　The　accumuiation　of　iearning　experience　of　caring　for　infants　positively　affected

preparedness　for　parenthood，

　　Key　words　：　preparedness　for　parenthood，　adolescent，　continuous　learning　experience　of　caring　for

　　　　　　　　　　　　　infants，　the　scale　of　readiness　for　parenthood，　fiV［RI
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